[image: image1.emf][image: image2.png]


[image: image3.png]


[image: image4.png]


[image: image5.png]


[image: image6.png]


[image: image7.emf][image: image8.jpg]


[image: image9.emf][image: image10.emf][image: image11.png]


[image: image12.jpg]


[image: image13.png]


[image: image14.png]


[image: image15.jpg]


[image: image16.emf][image: image17.jpg]


[image: image18.jpg]




ポイント－1

[image: image19.jpg]



【普及促進】
●下水道の普及は、水環境の向上に大きく寄与します。
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●大阪府は、府内市町村と連携し、下水道整備の遅れている地域の更なる普及率の向上を図っていきます。
下水道普及状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成22年3月31日現在)
	
	行政人口

（人）
	整備済人口

（人）
	普及率

（％）

	大阪市
	2,654,773
	2,654,758
	　 99.9.00

	北大阪地域
	1,760,217
	1,734,358
	98.5

	東大阪地域
	2,049,013
	1,910,705
	93.3

	南大阪地域
	2,427,266
	2,029,692
	83.6

	計
	8,891,269
	8,329,513
	93.7

	全国
	12,706万人
	9,360万人
	73.7


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【高度処理対策】

　環境基準の達成には、下水道普及促進とともに、下水処理水質の一層の向上が必要です。
　大阪府では、新たに設置する処理施設や、老朽化した処理施設を更新する際に高度処理対応としております。
	標準処理の例
	
	高度処理の例

	項目
	水質（mg/l）
	
	項目
	水質（mg/l）

	BOD
	6.0
	
	BOD
	1.8

	COD
	13
	
	COD
	7.7

	T-N
	11
	
	T-N
	6.0

	T-P
	0.7
	
	T-P
	0.2

	
	
	


【合流式下水道の改善対策】

●家庭や工場から排出される汚水と、地面に降った雨水を同じ下水管に流す方式を「合流式下水道」といいます。
●合流式下水道は、雨天時に汚水と雨水が混ざった水の一部が、ポンプ場などから未処理のまま川や水路に流され、水質汚濁の原因となります。
●そこで大阪府では、次のような合流改善対策に取り組んでいきます。
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【下水道のPR等】

●身近な存在である下水道の役割について知ってもらうために、様々な取り組みを行っています。
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【雨に強い街づくり】

●下水道では、概ね10年に1回の大雨（1時間雨量50mm程度）に対して、浸水が起こらないように整備しています。
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　高島雨水幹線の写真
●また、当初計画時の予想を上回る都市化により、整備済であるにもかかわらず、浸水が頻発している地域があります。
●このような地域では、既存の下水道の能力不足を補うため、「増補幹線」を計画・整備しています。
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　　　　　　増補幹線の役割分担図　　　　　　　　　　　増補幹線の工事中の写真
●また、ハード対策とともに重要なのがソフト対策です。
●大阪府は市町村が作成する大雨時の避難先などを示した「内水浸水ハザードマップ」の作成に対して支援していきます。
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　　　　　内水浸水想定図を作成　　　　　　　内水浸水想定図を元に内水浸水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを作成
＊内水浸水：降った雨が自然に河川等へ流れ込まないような区域（これを内水区域といいます。）では、ポンプ等により河川等へ強制排水しています。このような内水区域における浸水を内水浸水といいます。

【耐震対策】
　21世紀前半にも起こる可能性が高いとされている東南海地震にさらされても、下水道が機能するよう、順次耐震化を進めています。


　　　　　管理棟の耐震対策　　　　大規模地震を考慮した下水道部材（セグメント）
 ポイント－3

【処理場空間の活用】

　都市の貴重なオープンスペースである水みらいセンターやポンプ場の上部空間等を広場等に整備し、開放しています。


【処理水の活用】

　下水高度処理水は、河川水質と比べても遜色のない水質です。このような十分にきれいな水を貴重な水源として活用するものです。

　　○河川や水路の水源


　　　　　京阪寝屋川市駅前　　　　　　　　　　　　　東大阪市鴻池水路

　　○樹木の灌水用水等

　　　大阪府では、11ヶ所の水みらいセンターに「Q水くん」と名づけた下水処理水供給施設を設置しています。

　　　無料ですので、樹木への水まき、打ち水や道路散水などに是非ご活用下さい。


　　　樹木への灌水用水として 　校庭芝生化の散水用水として　　　打ち水用水として　　　


　　　　　　　道路散水用水として　　　　　　　　給水中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ｍ3／分供給）
【汚泥の活用】

　下水処理で発生する汚泥を活用しています。
　○スラグストーン

　　汚泥を溶融することにより発生するスラグを、建設資材等に活用しています。



　　　　　　　　溶融炉の写真　　　　　　　　　　　　　　スラグストーン


　　　　　　　　路盤材として　　　　　　　　　　校庭芝生化の土壌改良材として


　　　　　　　植栽の土壌材として　　　　　　　　　　　　排水層の材料として
　○共同研究

下水汚泥の新たな活用に向け、バイオマスエネルギーの資源やセメントなどの原材料としての活用など、経済性や市場性を踏まえ、民間企業と共同研究を行っています。

ポイント－4

●下水道施設は、24時間とめることのできない都市インフラ施設です。

●緊急時の危機管理体制の充実はもとより、適正な維持管理を行っています。

●膨大な施設ストックを適正に管理していくため、これまでの発生対応型（故障すれば修繕する）から予防安全方（故障する前に予防）の維持管理に転換していきます。

　　　○管渠調査の実施　
　大阪府内の流域下水道管渠は約500kmが整備済みで、そのうち建設後20年以上経過している管渠は約250km、30年以上経過している管渠は約100kmあります。
　管渠が老朽化により破損すると下水を流すことができなくなり、時にはトイレが使用できなくなったり、道路が陥没して通行できなくなるなど、社会的に重大な影響を与える恐れがあります。
　大阪府ではこれらの事故を未然に防ぐために、定期的に巡視・点検を実施するとともに、平成14年度より計画的に管渠調査（管渠内での目視点検やテレビカメラによる点検）を行っており、対策が必要と判断された場合は、速やかに対応策を検討し実施しています。

　　　　　　　　　　　　　　　テレビカメラによる調査
○劣化した管渠の更生



水環境の管理





安心で安全な街づくり





処理場空間の活用など、下水道資源を活用
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持続性のある循環型社会の形成





暮らしを支える維持管理





広域集中管理による適正な維持管理の推進





概ね10年に一度の雨に対応した街づくり


浸水発生の解消など、都市型水害に強い街づくり
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泳げる川、泳げる海を取り戻す


水路や水辺を甦らせ、人の心にゆとりと安らぎを与える





☆ROSE PLAN（21世紀の大阪府下水道整備基本計画）


　21世紀を迎えた今、社会経済の発展や変化に伴い、下水道にもその役割の多様化と新たな展開が求められています。そこで、「豊かで安心して暮らせるまちづくりと持続発展可能な循環型社会の創出」を基本理念とした「ROSE PLAN （21世紀の大阪府下水道整備基本計画）」を策定し、従来の下水道の役割に加え、これからの21世紀の時代に府民が求める要求に応え、「大阪の再生・元気倍増に貢献できる事業展開を図っていきます。





大阪府の下水道施策について





水環境の管理





下水道フェスティバル


























府内の水みらいセンターで下水道フェスティバルを開催しています。





下水道出前講座





























主に小学4年生を対象に行っています。





体験田





























渚水みらいセンターでは、土地改良区と協力して、地元小学生を対象に米作り体験を行っています。





安全で安心な街づくり





持続性のある循環型社会の形成





せせらぎ用水に鴻池水みらいセンターの下水処理水を再利用しています





河川水の大半は、約10km離れた


渚水みらいセンターから下水高度処理水を送水したものです





大阪市立清江小学校の事例





暮らしを支える維持管理





対策後





対策前








